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体験談～LD（学習障害）
のこどもと親の立場から

特　別　ゲ　ス　ト

平成２３年１月２7日(木) 18:00開場/18:30開始～ 21:15終了
新宿区若松地域センター・第２集会室（大江戸線若松河田駅前）新宿区若松町１２－６
入場無料（完全申込制・希望者多数の場合は抽選となります）

【第1部　体験談】 富田　功 氏
とみた　   　いさお

主催　児童虐待防止の市民活動団体　サークルダルメシアン　協力NONES UNIVERSITY
後援　新宿区・社会福祉法人新宿区社会福祉協議会・新宿区教育委員会・NPO法人あきらめない
新宿区更生保護女性会・東京ボランティア市民活動センター・劇団AHS
お問合わせ先　事務局（垣内携帯）090-3342-8562
ホームページ　http://cdal.org　メールinfo@cdal.org

【第２部　パネルディスカッション】
パネリスト  ：　岡田ユキ（カウンセラー・サークルダルメシアン代表）
　　　　　：　徳山暉純氏（日産グローバル株式会社取締役）
　　　　　：　坂本悠紀子氏（新宿区更生保護女性会代表）
　　　　　：　瀬沼敏彦氏（ユニバーサル・トワイスボーン理事長）
　　　　　
●　質疑応答・アピールタイム・意見交流・他
●　東久邇宮音楽療法研究会の皆さんによる音楽療法体験

学習障害とは、聞き、話し、書き、推理する能力、算数の能力を取得したりするのが著し
く困難な、さまざまな問題群の呼び名である。そのような問題は、生まれつきの中枢神
経の働きの障害によるものと考えられる。 学習障害は、他のハンディキャップ（たとえ
ば、感覚の障害、精神遅滞、社会性や情緒の障害など）や不適切な環境（文化的な違
い、望ましくない教育など）からも生じるが、そのようなハンディキャップや環境から直
接生じるものではない。‒ （1981年　学習障害に関する米国連邦合同委員会報告）

このチラシは「公益財団法人新宿区勤労者・仕事支援センター」が作成しました。

【より専門的に学びたい方へ】

　　　　～　ユニバーサル・トワイスボーン初級講座開校のお知らせ　～
随時入学受付（６ヶ月コース）・毎月木曜日に授業開催（１０：００～１８：００）

場所：至誠学園シャラの木プラザ４F（JR 立川駅下車、南口よりタクシー利用 1000 円前後）

内容に関するお問い合わせ、お申し込みは下記までお願いします

「学習障害とは、基本的には全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、

読む、書く、計算する又は推論する能力のうち特定のものの習得と使用に

著しい困難を示す様々な状態を指すものである。学習障害は、その原因として、

中枢神経系に何らかの機能障害があると推定されるが、視覚障害、聴覚障害、

知的障害、情緒障害などの障害や、環境的な要因が直接の原因となるもので

はない。」（1999 年旧文部省の定義による。）



パネリスト
岡田 ユキ（おかだ　ゆき）

ユニバーサルト・ワイスボーン副理事長・主任講師
1999 年、独自のジャンル「ポピュラーミュージックセラピー」を立ち
上げ、“楽しく心を癒していきましょう ”とさまざまな活動を展開し
、歌手の他、音楽療法家・カウンセラーとしても幅を広げている。
2007 年岡田式ＡＣ判別法を発表し、被虐体験者の視点から独自のカウ
ンセリング手法によって効果をあげている。

坂本 悠紀子（さかもと　ゆきこ）氏

1940 年　京都生まれ 同志社女子中学在学中にヘレンケラーに会って
感化を受ける。YMCA少年部のボランティアをはじめる。
同志社大学文学部社会学科　社会福祉学専攻卒業 結婚後東京在住
昭和 53年より保護司 平成 14 年より新宿区更生保護女性会会長
担当した対象者が、家族を信頼しない理由を探すうち、虐待の体験・
被害が多いことを知る。平成 19年「虐待防止」をテーマに講演会を
企画する。薬物問題・世界中の貧困や性暴力の問題にも精力的に
取り組んでいる。平成２２年瑞宝双光章を叙勲。

徳山 暉純（とくやま　きじゅん）氏

『聖なる文字』上野の森美術館個展・日本経済新聞「文化・美術」掲載・
NHK宗教の時間「文字仏を描く」放映。大阪四天王寺大講堂緞帳壁画の
制作・西武コミュニティ・カレッジ文化教室開催
明治神宮参集殿神道講習会講演・京都大覚寺講習会講演・
企業人材育成講座健康セミナー合気道研修会など各種文化活動を通じて、
日本の心や自然環境、健康に関する哲蒙活動をする。

東久邇宮音楽療法研究会所属
田中 桂子（たなか　けいこ）氏
NPO法人あだち学習支援ボランティア「楽学の会」理事、学ぶ人の応援と自分の
輝きを目指す新しい形のボランティア活動を実践している。
田辺 照代（たなべ　てるよ）氏
幼少期に人前でしゃべることができなかった体験から「美声拡大器」を考案した。
自分の思いを主張することに恐怖を持つ人に自信を与え乗り越えるお手伝いをしている。

瀬沼 敏彦（せぬま　としひこ）氏

ユニバーサル・トワイスボーン理事長
千葉大学卒業後ダイエー入社、金融部門を皮切りに、数々の
M&Aを成功させる。コンサルティング実績多数。
引く手あまたのヘッドハンティングを経てサムソンから
現在は住友商事系列の住商紙パルプ経理部長として活躍中。

【フォーラムに参加していただいたゲストの方一覧】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※敬称略
長谷川博一（東海女子大学大学院教授）、中山弘子（新宿区長）、片野清見（エイビイシィ保育園園長）、佐々木啓子（葛飾エフ
エム放送局長）、手塚信子（住友生命保険支部長）、手塚真輝（歌舞伎町のホストチェーン経営者）、杉山文野（性同一障害者
「GID」ダブルハッピネス著者）、宇佐美百合子（カウンセラー）、古今亭菊千代（女流落語家）、木村芙紗子（元文部科学省社会
教育局婦人教育課専門職員）、三島修一（国立国際医療センター国府台病院内科医長）、坂本悠紀子（新宿区更生保護女性会代表）、
吉村晴美（新宿区福祉部子ども家庭課長）、高橋利一（至誠学園理事長、法政大学教授）、金子正美（新宿区子ども家庭課相談係
長）小野川文恵（新宿区子ども家庭科）、義家弘介（参議院議員、東北福祉大学特任准教授）、田中敬子（力道山夫人）、輿水健治
（埼玉医科大学総合医療センター救急科長）、徳山暉純（日産グローバル取締役、ノーネスユニバーシティ教授）


